
総踊り団体責任者心得 
●団体責任者の目的 

  総踊りの円滑な進行のために、団体責任者は、自団体の進行管理を誠実に行ってください。 
  見えやすい場所（右腕）に主催者より配布する腕章を着用し、スタッフの指示に従ってください。 

●団体責任者の人数について 

  各団体は、最低限、下表に指定した人数を団体責任者として選出してください。 

団体人数 団体責任者人数 

 １０～ ９９人 ２人 

１００～１９９人 ３人 

２００～２９９人 ４人 

  ※以降、100人増ごとに 1人追加する。 

●団体責任者の踊りについて 
  団体責任者は、自団体の進行管理ができるよう、自らは踊らないでください。 

●団体受付について 

  団体責任者は、総踊り当日17:30～18:00に、本ステージ付近受付にて、団体受付を行ってください。腕章や清掃用ゴミ
袋等をお渡しします。 

●集合及び誘導について 
  団体責任者は、自団体を集合させ、抽選会にて決定した各団体の踊り待機場所付近の歩道上に誘導してください。ステー
ジイベント終了後、スタッフに従い、車道上に 5列で整列させてください。 

●集合時の連絡について 

  待機場所に集合後、団体責任者のうち少なくとも１人は、自団体の最先頭に位置し、スタッフとの連絡に備えてください。 

●直前団体との団体間隔の保持について 

  団体責任者のうち１人については、自団体の先頭部に位置し、直前団体との団体間隔の基準値保持に努めてください。団
体間隔基準値保持を妨害するものがある場合は、総踊り全体の円滑な進行のために、その排除を行ってください。 

  団体プラカードは、団体間隔基準値内に位置してください。概ね直前団体の３ｍ後方です。プラカードは自団体の前方に
位置するものではなく、前団体の後方に位置するものと考えてください。プラカードが前団体から離れると、団体間隔が開
きます。 

  団体間隔基準値：直前団体最後尾から５ｍ 

●団体の隊列保持について 

  団体責任者のうち１人については、自団体の最後尾に位置し、団体の長さが基準値を超えないよう、隊列保持に努めてく

ださい。 

 団体長基準値：直前団体最後尾から（団体行数）×１．３ｍ＋５ｍ 

       （※人間の厚みを３０ｃｍ、行の間隔を１ｍとし、踊りによる隊列の乱れを含めた計算となります。） 

●踊り子距離の保持について 
  その他の団体責任者については、適宜分散して位置し、踊り子距離が基準値を保つよう調整に努めてください。 
  踊り子距離基準値：団体員の隊列間隔１ｍとする。 

●表彰式等出席について 

  総踊り終了直前に行われる団体表彰には、必ず出席してください。表彰式に出席できない団体については、表彰を取り消
し、次順位団体を繰り上げます。 

●清掃参加について 

  団体責任者の指示により、団体全員で総踊り終了後の踊り会場清掃に参加してください。ゴミの集積場所は、仮設トイレ

(厚生会館東側)横の特設集積所です。ビン缶類などの資源ゴミの分別収集にご協力ください。 

●団体への周知について 

  団体責任者は、説明会後、自団体の各踊り子に、上記の必要な点についてあらかじめ周知しておいてください。 

 

●説明会への出席について 

  団体責任者は必ず参加してください（最低１名）。都合がつかない場合は代理の方をお願いします。 

 

※総踊りには多くの団体が参加されますので、他団体に迷惑がかからないようにお願いします。 

 

 


